
スタイリング演習Ⅰ

ファッションビジネス学科 通年

スタイリストコース 昼間

1 講義　　30 　%　実習　　70　 %

120 大岩　未来

【授業計画】
90分/コマ

１　２ 広告スタイリング　撮影（フォト科コラボ）

３　４ 広告スタイリング　プレゼン　ウエスト詰め

５　６ AWトレンドショー　ラフ画最終チェック

７　８ AWトレンドショー　スタイリングチェック

９　10 AWトレンドショー　実物審査

11  12 AWトレンドショー　スタイリング最終チェック

13  14 AWトレンドショー　プレリハーサル

15  16 AWトレンドショー　リハーサル

17  18 AWトレンドショー　本番

19  20 AWトレンドショー　本番

21  22 AWトレンドショー総評　ロケ撮影（フォト科コラボ）

23  24 雑誌スタイリング　分析　スタイリング提案

25  26 雑誌スタイリング　スタイリングチェック

27  28 雑誌スタイリング　スタジオ撮影

29  30 雑誌スタイリング　プレゼン 　/   テスト

【教科書・参考書】

【教材・教具】
各種プリント

提出課題の評価　60％、　期末試験　30％　　　授業態度　10％

ファッションショーフィッティングレクチャー

裾上げ　　広告スタイリング　ラフ画

浴衣祭り　スタイリング最終チェック 49  50

51  52

53  54

【成績評価方法】

浴衣祭りショー本番　

浴衣祭りショー本番スタジオ撮影（フォト科コラボ）

広告スタイリング　スタイリングチェック　

55  56

57  58

59  60

前期

パーソナルカラー・アイロン実習

浴衣祭り　スタイリングチェック

国別コーディネート　撮影（フォト科コラボ）

浴衣スタイリングプレゼン　着付けレッスン

国別コーディネート　撮影（フォト科コラボ）

国別コーディネート　スタイリングチェック

学年 授業形態

時間数 作成者

【科目の到達目標】
スタイリストの仕事の役割・内容を理解し、現場において即戦力になる知識、技術を修得。

スタジオ撮影・ロケーション撮影での技術、ファッションショーの運営能力を修得。

自分でスタイリングを考え、センスを磨く。

【科目の概要】
スタイリング→プレゼンテーション→物集め→撮影（ショー）といった実際現場に沿っ授業形態でスタイリストの仕事を理解する。

テーマ決め、スタイリング、モデル選び、ヘアメイク、演出まで一連の流れを学び、実際に撮影、ショーを行うことにより、実践力を身につけさせる。

国別コーディネート　ラフ画

スタイリスト概論

スタジオワーク・スタイリングテクニック

35  36

37  38

後期

33  34

31  32

科目名 整理番号

学科
期

コース

39  40

41  42

47  48

45  46

43   44
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スタイリングデザインⅠ

ファッションビジネス学科 通年

スタイリストコース 昼間

1 講義40%　実習60%

120 島津　和音 / 樂　愛実

【授業計画】
90分/コマ

1 2 海外のファッション研究

3 4 A/W トレンド 解説・研究

ディテールマスター選手権

5 6 A/W トレンド スタイリング考案

8つのトレンド感性Ⅰ

7 8 スタイリスト特別セミナー

9 10 A/W トレンド ラフ画チェック

8つのトレンド感性Ⅱ

11 12 外部イベント　フィッティング＆リハーサル

13 14 A/W トレンド ディスカッション 

15 16 外部イベント　本番

17 18 アート・美術の知識

19 20 ファッションと音楽の関係性

シルエットとライン

21 22 ゆかたスタイリング　コンテスト準備 A/Wトレンドショー　練習

23 前期修業テスト A/Wトレンドショー　最終打ち合わせ

24 25 クリエイティブワークⅠ 外部アシスタントセミナー

ショー　フィードバック

26 27 クリエイティブワークⅡ ファッションデザインのもとⅠ

(エレガントとスポーティ）

ファッションデザインのもとⅡ

(フォークロアとモダン）

アパレル業界の現状

S/Sトレンドリサーチ
後期修業テスト

ゆかたスタイリング 打ち合わせ

外部イベント チームディスカッション

ドローイング(ディテール①)

ドローイング(ディテール②)

ドローイング(ディテール③)

ドローイング(ディテール④)

47 48

49 50

51 52

43 44

45 46

53 54

55 56

57 58

59 60
【成績評価方法】
実践の評価60%、期末試験30%、授業態度10%

【教科書・参考書】
「ファッションデザインテクニック　デザイン画の描き方」「スタイリングブック」グラフィック社　
「ファッションマーケティング」ファッション教育社
【教材・教具】
ドローイング＆着色道具　のり　はさみ　ケント紙　ファッション雑誌　WWD

授業形態

作成者

科目名 整理番号

学科
期

コース

学年

時間数

【科目の到達目標】
コンセプトをかみ砕き、イメージを形にするデザイン思考の能力を高める。
人体のプロポーションの理解とアイテム画、スタイル画の描き方とテクニックを修得する。

【科目の概要】
デザイン思考のプロセスを学び、イメージを形にするためのトレーニングを行いスタイリングの提案能力を高め
る。スタイリストに必要なアイデアやコンセプトをスタイル画に表現するためのテクニックを修得する。

前期 後期

導入　/ コラージュ 28 29

コラージュ発表 30 31

32 33ドローイング(ヌードボディ）

41 42

34

外部イベント 個人デザイン立案

外部イベント チームデザイン立案
39 40

ドローイング(顔、髪)

37 38

ドローイング(着画）

35 36

ドローイング(着色)

外部イベント コンセプト
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スタイリング造形Ⅰ

ファッションビジネス学科 通年　

スタイリストコース 昼間　

1 講義20%　実習80%

120 金児　優

【授業計画】
90分/コマ

1・2 ブラウス製作Ⅴ/上安祭リメイク
3・4 ブラウス製作Ⅵ/上安祭リメイク
5・6 手縫いの基礎Ⅰ ブラウス製作Ⅶ/上安祭リメイク
7・8 ブラウス製作Ⅷ
9・10 ブラウス完成/発表
11・12 ブラウス発表/スカート製作Ⅰトレース
13・14 スカート製作Ⅱ/生地裁断
15・16 スカート製作Ⅲ/表地作り
17・18 ブラウス研究Ⅰ/分解 スカート製作Ⅳ/裏地作り
19・20 ブラウス研究Ⅱ/組み立て スカート製作Ⅴ/ファスナー付け
21・22 ブラウス研究Ⅲ/発表 スカート製作Ⅵ/裏地合わせ
23・24 ブラウス製作Ⅰトレース/裁断 スカート製作Ⅶ/ベルト付け
25・26 ブラウス製作Ⅱ スカート製作Ⅷ/仕上げ
27・28 ブラウス製作Ⅲ/身頃ポケット スカート発表/提出
29・30 ブラウス製作Ⅳ/見返し付け 修業テスト

49・50
51・52
53・54
55・56

生地屋リサーチ 39・40
41・42
43・44
45・46
47・48

付け襟製作Ⅲ

導入/ミシン練習 31・32
ミシン・アイロンの説明（講習会）

付け襟製作Ⅰ
付け襟製作Ⅱ

33・34
35・36

手縫いの基礎Ⅱ 37・38

【授業概要】
将来的にスタイリストを含むアパレル商品を扱う職に就く為に、洋服の扱い方やアイロンの当て方や
「リメイク」に必要な知識を身につける。

前期 後期

学年

時間数

【授業の到達目標】
洋服の構造を理解し、ファッションビジネスにおける洋服の製作工程を把握する。

【教材・教具】
洋裁道具一式・筆記用具・生地（指定）

授業形態

作成者

上田安子『立体式洋裁』服飾手帖社　改訂版
『シャツ』・『スカート』上田安子服飾専門学校　最新版

教科名 整理番号

学科
期

コース

【教科書・参考書】

【成績評価方法】
課題作品の評価　60%　期末試験　30%　授業態度　10%

57・58
59・60
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メイクアップ＆ヘアスタイリングⅠ

ファッションビジネス学科 通年

スタイリストコース 昼間

1 講義　50 %　実習　50 %

120 柴田　弘子

【授業計画】
90分/コマ

1.2 百貨店とショッピングセンターⅡ
ディスカッション

3.4 年代別メイク　70年代　前半
5.6 同上 年代別メイク　70年代　後半
7.8 実技テスト 外部イベント用ヘアメイク

9. 10 スキンケア～ベース 外部イベント用ヘアメイク 　本番
11.12 同上 AWトレンドショーヘアメイク
13.14 スキンケア・アイメイクアップ AWトレンドショーヘアメイク
15.16 アイブロー AWトレンドショーヘアメイク　リハ
17.18 リップ、チーク AWトレンドショーヘアメイク　本番
19 .20 応用メイク
21.22 マップ制作＋練習用ウイッグシャンプー
23.24 ゆかたスタイリング用メイク テーマメイク技術テスト、ペーパーテスト
25.26 ゆかたスタイリング用メイク

27.28.29.30 ゆかたスタイリングコンテスト　本番
31.32 実技テスト

科目名 整理番号

学科
期

コース

学年 授業形態

時間数 作成者

【科目の到達目標】

【科目の概要】
近年、街中には同じようなヘアーメイクが溢れています。その中で、スタイリングのイメージ、テーマにあった

シュウウエムラのカリキュラムによるメイクの基礎技術、基礎知識の習得。

ヘアーメイクを創り、作品として残す。その為の技術を修得する。

前期 後期

道具、用具、配布教材の説明 33.34

ヘアー
ヘアー

49.50.51

セルフスキンケアの方法 35.36
スキンケアレッスン 37.38

39.40
41.42
43.44
45.46
47.48

52.53.54
55.56
57.58
59.60

20％授業態度

【教材・教具】
シュウウエムラSCHOOLS

【教科書・参考書】

【成績評価方法】
40％課題作品
40％試験
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ファッションビジネス理論と演習Ⅰ

ファッションビジネス学科 通年

スタイリストコース 昼間

1 講義　50 %　実習　50 %

120 樂　愛実

ファッションビジネスの基礎知識を中心に、ファッション商品が出来上がるまでの流れと、
それに関る企業の組織と機能を講義やグループワークにより学ぶ。

【授業計画】
90分/コマ

1・2 百貨店とショッピングセンターⅡ

ディスカッション

3・4 百貨店とショッピングセンターⅢ

プレゼンテーション

5・6 ファッション小売業の概要Ⅱ
WWDトピック別ワーク　研究

7・8 キャリアワークⅠ

9・10 ファッション小売業の概要Ⅲ
WWDトピック別ワーク　プレゼンテーション

11・12 ファッションビジネスの歩みⅠ
世界の年代別マップ　

13・14 ファッションビジネスの歩みⅡ
世界の年代別マップ

15・16 ファッションビジネスの歩みⅢ
世界の年代別マップ

17・18 キャリアワークⅡ

19・20 ファッションビジネスの歩みⅣ
世界の年代別マップ

21・22 終業テスト

23・24 世界の年代別ファッション研究
アイテムマップ　解説 ディスカッション

25・26 世界の年代別ファッション研究
ディスカッション

27・28 ファッション小売産業の概要Ⅰ 世界の年代別ファッション研究
アイテムマスターテスト プレゼンテーション練習

29・30 百貨店とショッピングセンターⅠ 世界の年代別ファッション研究
リサーチ プレゼンテーション

学年 授業形態

・高村是州『スタイリングブック』グラフィック社　1993年4月4月25日発行　　

科目名 整理番号

学科
期

コース

ファッションスペシャリストとは 31・32

自分マップ発表

自己マップ～梅田の街散策

時間数 作成者

【科目の到達目標】
ファッションビジネスの基礎知識、マーケティングの基礎知識、スタイリストに必要なファッション知識を講義と
演習により修得する。ファッション業界に必要なファッション用語や市場情報の収集・分析方法を修得し、
クライアントに求められるｽﾀｲﾘｽﾄとしてのﾌｧｯｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽｽｷﾙを培う。
【科目の概要】

ファッション商品知識と日本と世界の年代別ファッションをマップ製作により学ぶ。

前期 後期

ファッションビジネスの定義と特性Ⅰ 33・34

雑誌分解 35・36
雑誌分解プレゼンテーション

消費者行動とファッション生活Ⅰ 37・38
地域紹介プレゼンテーション

消費者行動とファッション生活Ⅱ 39・40
オケージョンマップ

消費者行動とファッション生活Ⅲ 41・42
オケージョンマッププレゼンテーション

外部講師 特別講師授業 43・44

消費者行動とファッション生活Ⅳ 45・46
アイテムマップ

繊維ファッション産業の流れⅠ 47・48
アイテムマップ

繊維ファッション産業の流れⅡ 49・50
アイテムマップ

繊維ファッション産業の流れⅢ 51・52
アイテムマップ

終業テスト

53・54

55・56

【成績評価方法】

57・58

ファッション消費と消費者行動Ⅰ

59・60

アイテムマップ

・ファッション雑誌　・デザイン用具　・ケント紙　・A４ファイル　・B4ファイル

課題点　６０％　　修業テスト　３０％　　授業態度・小テスト　１０％
以上を指導要項の認定要項に基づいて総合的に評価する。
【教科書・参考書】
・菅原正博・山本光子『ファッション・マーケティング』ファッション教育社

・ファッションビジネス学会・監督『ファションビジネス用語辞典訂正版』　文化出版局

【教材・教具】



コンピュータ演習

ファッションビジネス学科 通年

スタイリストコース 昼間

1 講義　10 %　実習　90 %

60 島津　和音

【授業計画】
90分/コマ

1 Adobe IllustratorⅠ
前期振り返り、ツール、基本操作

2 基本操作Ⅱ Adobe IllustratorⅡ
Googleアプリ活用 柄・パターン作成

3 基本操作Ⅲ Adobe IllustratorⅢ
Googleスプレッドシート 柄・パターン作成

4 効果的なスライド作成Ⅰ Adobe IllustratorⅣ
Googleスライド、Microsoft Office PowerPoint 応用テクニック

5 効果的なスライドの作成Ⅱ Adobe IllustratorⅤ
Googleスライド、Microsoft Office PowerPoint 応用テクニック

6 効果的なスライドの作成Ⅲ 小テスト
Googleスライド、Microsoft Office PowerPoint まとめ、小テスト

7 スタイリング資料作成 雑誌表紙Ⅰ
Googleスライド Adobe Illustrator/Adobe Photoshop

8 Adobe PhotoshopⅠ 雑誌表紙Ⅱ
ツール、基本操作 Adobe Illustrator/Adobe Photoshop

9 Adobe PhotoshopⅡ 雑誌表紙Ⅲ
切り抜き Adobe Illustrator/Adobe Photoshop

10 Adobe PhotoshopⅢ 雑誌表紙Ⅳ
レタッチ、加工 Adobe Illustrator/Adobe Photoshop

11 Adobe PhotoshopⅣ 名刺作成Ⅰ
レタッチ、加工 Adobe Illustrator/Adobe Photoshop

12 Adobe PhotoshopⅤ 名刺作成Ⅱ
背景合成 Adobe Illustrator/Adobe Photoshop

13 Adobe PhotoshopⅥ 名刺作成Ⅲ
拡張子変換、小テスト Adobe Illustrator/Adobe Photoshop

14 総復習 まとめ
Googleアプリ/Adobe Illustrator/Adobe Photoshop

15 テスト

29

前期末テスト 30

後期

16

27

21

22

28

23

26

24

アトリエコスモスSOHO情報局『すぐできるPhotoshop+Illustrator写真・壁紙・ロゴ デザイン』成美堂出版

【教科書・参考書】

平常点（授業態度）　10％

【成績評価方法】
課題点　60％
テスト　30%

以上を指導要項の認定要項に基づいて総合的に評価する。

【教材・教具】
パソコン・USBメモリー

　

授業形態

作成者

学年

時間数

目的に合わせてソフトウェア選択し、使いこなすスキルを身に着ける。

Microsoft Office、Googleソフトの基本操作を理解し、文書や資料作成、プレゼンテーション書類の作成ができる。
Adobe Illustrator、Adobe Photoshopでの画像、イラスト作成ができ、撮影データをイメージ通りに加工できる。

科目名 整理番号

学科
期

コース

25

Gmail、クラスルーム、データ保存、ネットリテラシー

【科目の到達目標】

【科目の概要】
IT社会に対応するため、基本的なソフトウェアの使い方を修得する。

前期

基本操作Ⅰ

17

18

19

20
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ビジネスマナーⅠ
ファッションビジネス学科 通年

スタイリストコース 昼間
1 講義　　 60%　実習　　40　 %
60 津森　祐子

舞いを習得しワンランク上の人材を目指します。                                                         

【授業計画】
90分/コマ

1 ビジネスマナーの必要性 サービス接遇検定対策 
　　（マナーチェックシート） 　（資質・専門知識・一般知識）

2 インターネットのモラル サービス接遇検定対策 
（SNS拡散の影響　著作権侵害など　） 　（対人技能）

3 挨拶の重要性と心のこもったおじぎ サービス接遇検定対策 
　　（綺麗な姿勢から歩き方のレッスン） 　（実務技能）

4 基本の自己紹介・面接対策授業 サービス接遇検定対策 
　（第一印象にかかわる基本） 　（過去問題練習）

5 言葉以外のコミュニケーションの手法 サービス接遇検定対策 
　（アイコンタクト・表情・発声・発音） (準1級面接対策）　

6 基本の姿勢　身ごなし　ビデオチェック 就職活動で必須　自己分析の重要性
　（１～５確認テスト） (性格・ライフプランニングシート作成）

7 現時点での敬語チェック・受付のマナー 就職面接のための準備　①
　（第一印象にかかわる基本の総復習） 　（自己振り返りシート作成）

8 敬語の種類と使い方・案内のマナー 就職面接のための準備　②
　（立場に応じた言葉づかい） 　（自己紹介シートの作成）

9 接遇用語の基本・ドアの扱い方のマナー 就職面接のための準備　③
　（クッション言葉・婉曲表現・面接対策） （質疑応答の実践）

10 接遇用語の応用・電話応対練習 就職面接のための実践練習※実技試験
　（言葉遣い実践）※８～１０確認テスト （入室～退室まで　１分間自己ＰＲ）

11 名刺の扱い方・サービス２級検定対策 電話応対のマナー・メールのマナー
　（名刺交換の実践練習） （就職活動での電話・メールのマナー）

12 敬語の復習・期末試験対策授業 電話応対の実践
（サービス接遇検定記述問題　対応） （てるコーチを使って実践）

13 前期期末試験 履歴書の書き方・封筒の書き方
　

14 サービス接遇検定対策⑴ 後期期末試験
（資質・専門知識）

15 サービス接遇検定対策（2） グループディスカッションのマナー
（一般知識） （グループ面接のマナー）

【成績評価方法】
提出課題の評価　60％、　期末試験　30％　　　授業態度　10％

 ビデオカメラ・モニター　、　てるコーチ、　
　サービス接遇検定 準１級　ロールプレイング　ＤＶＤ 、　その他　随時　練習プリント

【教科書・参考書】
田野直美　著　『ビジネスでの常識集』　トータルマナー株式会社　最新版
元吉昭一　著　『サービス接遇検定 実問題集 １-２級』　財団法人実務技能検定協会　早稲田教育出版　最新版
【教材・教具】

26

27

28

29

30

21

22

23

24

25

16

17

18

19

20

（表情・態度・身だしなみ・挨拶）と言葉づかいを実践的に学習します。立ち姿から、笑顔の作り方、メリハリのある
話し方を、楽しく覚えて頂きます。コミュニケーション能力を養って、魅力ある社会人を目指しましょう。

前期 後期

卒業後の企業人として必要なコミュニケーション能力やマナーの応用力を養っていきます。　美しい立ち居振る

また、サービス接遇検定2級・準1級の取得も目指し、達成感や自身につなげます。
【科目の概要】
この科目では人と人とのつながりの基本のコミュニケーション力を育成します。マナーの基本でもある身体言語

学年 授業形態
時間数 作成者

【科目の到達目標】
就職活動時の企業訪問や面接試験で必要な社会人としての基本的なマナーを身につけます。

科目名 整理番号
学科

期
コース

7



服飾素材論Ⅰ

ファッションビジネス学科 後期

スタイリストコース 昼間

1 講義　１００ %

30 河本　育子

【授業計画】
90分/コマ

1

2

3

4

5
6

7

8
9

10
11

12

13

14

15

学年 授業形態

科目名 整理番号

学科
期

コース

時間数 作成者

【科目の到達目標】
ターゲットのニーズに応じた素材提案ができる人材の育成を目指す。

アパレル素材についての基礎知識を修得し、その代表的な布地の特性を理解する。

【科目の概要】
多様化するニーズ、マーケットやチャネルの変化の中にあっても、材料となる素材を抜きにファッションを語る事はできない。

本教科では、講義によりアパレル素材の基礎知識を体系的に修得。また教科書等の実物サンプルを通して、布地特性の

理解を深め、ターゲットに応じた素材選びを学んでいく。

生地の種類（織物・編物）について

・繊維の種類について
天然繊維・化学繊維

繊維の特性 

・天然繊維（４）・動物繊維ー絹
　代表的な絹織物

・天然繊維（１）・植物繊維ー綿

オリエンテーション 
ファッショントレンドと素材の関連性について

素材とは？（繊維・糸・布地）

生地の加工・色・パターン(柄）について

　代表的な綿織物

・天然繊維（２）・植物繊維ー麻
　代表的な麻織物

・天然繊維（３）・動物繊維ー毛
　代表的な毛織物

まとめ

総復習（テスト傾向と対策）

総合テスト

【成績評価方法】
提出物（レポート）の評価　６０　％　　期末試験　　３０　％　　　授業態度　　　１０　　％

【教科書・参考書】
・一見 輝彦,『わかりやすいアパレル素材の知識 』,ファッション教育社, 2012年
・田中道一,『生地の事典』,株式会社みずしま加工, 2013年
【教材・教具】
筆記用具
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カ ラ ーリ ング 記入し ないで下さ い

フ ァ ッ ショ ンビジネス学科 前期

スタ イ リ スト コ ース 昼間

1 講義５ ０  %　 実習５ ０  %

30 小西 祐司

【 授業計画】
90分/コ マ

1 「 フ ァ ッ ショ ンと 色彩」 概説 三原色から の色作り

三原色から の色作り

2 配色演習（ １ ） 色相対比

3 配色演習（ ２ ） 色相対比

4 色の三属性と ト ーン エディ ト リ アルデザイ ンの色彩

5 映像に見る色彩

6 配色演習（ ３ ） ト ーンに基づいた配色、 配色の実際　 「 色を 拾う 」

7 カ ラ ーコ ーディ ネート 演習（ １ ）

8 カ ラ ーコ ーディ ネート 演習（ ２ ）

9 カ ラ ーコ ーディ ネート 演習（ ３ ）

10 配色演習（ ４ ） 絵画に見る色彩

11 配色演習（ ５ ） 絵画に見る色彩

12 「 フ ァ ッ ショ ンと 色彩」 流行色　 1960年代～現在

13 色彩理論　 「 色彩と 心理」

14 色彩理論「 フ ァ ッ ショ ンと 色彩・ まと め」

15

中田満雄　 北畠耀　 細野志尚　 監修　 財団法人日本色彩研究所『 デザイ ンの色彩』 日本色研事業株式会社
WWDジャ パン 『 WWD JAPAN』

30センチ定規、 カ ッ タ ーナイ フ 、 ハサミ 、 ノ リ 、 カ ッ ティ ングマッ ト

【 教科書・ 参考書】

【 教材・ 教具】
デザイ ンセッ ト （ デザイ ンガッ シュ 絵具/パレ ッ ト /筆/筆洗） 雑巾、 B4ケント 紙、 配色カ ード ( 199色)

【 成績評価方法】
提出物評価60％　 テスト 30％　 授業態度10％

試験

科目名 整理番号

学科
期

コ ース

フ ァ ッ ショ ン商品にと っ て色彩は重要な要素である。 こ の科目では色彩に関する知識を 修得し 、 カ ラ ーコ ーディ
ネート 力を 高めるこ と を 目標と すると と も に、 得た知識を 活用し て商品企画やビジュ アル・ マーチャ ンダイ ジング
で実践し 、 プレ ゼンテーショ ンでき る力を 養成する。

【 科目の概要】
テキスト 『 デザイ ンの色彩』 や画像・ 映像等の資料を 使用し て色彩の基本について講義と 演習を 行なう 。

またガッ シュ やカ ラ ーカ ード を 活用し た配色の実習を と おし て色彩の知識を 深める。

学年 授業形態

時間数 作成者

【 科目の到達目標】

9



フ ァ ッ ショ ン史Ⅰ

フ ァ ッ ショ ンビジネス学科 前期

スタ イ リ スト コ ース 昼間

1 講義　 80　  %　 実習　 20　  %

30 塚井　 良太

【 授業計画】
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15

音楽と フ ァ ッ ショ ン史③

学年 授業形態

科目名 整理番号

学科
期

コ ース

1918年以降のパリ モード と ラ グジュ アリ ーブラ ンド の誕生、 現代のト レンド までを様々なつながり から
理解し 、 こ れから も 続く フ ァ ッ ショ ン変化を予測でき る基礎フ ァ ッ ショ ン史知識の習得を目指す。

90分/コ マ
映画と フ ァ ッ ショ ン史
音楽と フ ァ ッ ショ ン史①
音楽と フ ァ ッ ショ ン史②

時間数 作成者

【 科目の到達目標】

国の文化の違い、 美術、 建築、 音楽、 映画など文化的関連性を学び、 ブラ ンド 、 デザイ ナー、 ト レン
ド 、 時代背景を知る。 フ ァ ッ ショ ンの現代史を理解し た上で販売・ 企画のでき る人材の育成を目指す。

【 科目の概要】

戦争と 平和で知るフ ァ ッ ショ ン史
フ ァ ッ ショ ン消費の歴史

ブラ ンド の誕生から 現代①
ブラ ンド の誕生から 現代②
ブラ ンド の誕生から 現代③
ブラ ンド の誕生から 現代④
時代のアイ コ ンと フ ァ ッ ショ ン史

ジェ ンダーの変化で知るフ ァ ッ ショ ン史
時代のアイ コ ンと フ ァ ッ ショ ン史

スポーツと フ ァ ッ ショ ン史
修業試験

【 教材・ 教具】

【 教科書・ 参考書】

【 成績評価方法】

課題６ ０ ％　 　 期末試験３ ０ ％　 授業態度１ ０ ％

「 20世紀から のフ ァ ッ ショ ン史:  リ バイ バルと リ スタ イ ル」 横田尚美 ·  原書房 

「 スト リ ート ・ ト ラ ッ ド :  メ ンズフ ァ ッ ショ ンは温故知新」 佐藤誠二朗 ·  集英社

「 ザ・ スト リ ート スタ イ ル」 髙村是州・ グラ フ ィ ッ ク 社

「 世界服飾大図鑑」 DK社・ 河出書房新社
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西洋美術史＆デザイ ン史

フ ァ ッ ショ ンビジネス学科 後期

スタ イ リ スト コ ース 昼間

1 講義  80%　 実習  20%

30 山本　 廣道

【 授業計画】
1 入門編： 文化を制し た国が世界を制する（ イ タ リ ア・ ルネサンス等）

2 入門編： 文化を制し た国が世界を制する（ フ ラ ンス・ ロコ コ ・ 新古典・ ロマン主義等）

3

4

5

6

7

8

9

10 現代アート の始まり ： デュ シャ ンと 千利休

11 写真史： 黄金比・ 決定的瞬間・ タ イ ポロジー・ ニュ ーカ ラ ー・ ニュ ーニュ ーカ ラ ー

12 1960年代のPOP ARTと アンディ ウォ ーホル

13 1980年代のHI P HOP と グラ フ ィ ティ アート 、 へリ ング、 バスキア、 バンク シー、 KAWZ

14 浮世絵と 印象派の繋がり

15 テスト

90分/コ マ

入門編： 文化を制し た国が世界を制する（ イ ギリ ス・ 産業革命と ヴィ ク ト リ ア女王等）

時間数 作成者

【 科目の到達目標】

【 科目の概要】

美術史は西洋と 東洋を隔てる訳ではなく 、 世界的に同時多発的に革命が起き ている（ 原始・ 中世・ 近
世・ 近代・ 現代のタ ーニングポイ ント を研究し 、 その影響力やその国固有の文化力を吸収し フ ァ ッ ショ
ンに組み込む

細部を眺めるだけでは断片で終わっ てし まう 、 時代の大き な区分を俯瞰で捉えた上で、 細部を研究す
る、 また毎回の授業終了時にレポート を提出し 、 授業内容などを自ら 確認する

学年 授業形態

科目名 整理番号

学科
期

コ ース

入門編： 文化を制し た国が世界を制する（ アメ リ カ ・ 抽象表現主義・ ポッ プ等）

【 アート のキーワード 】 アプロプリ エーショ ンアート

【 アート のキーワード 】 コ ンセプチャ ルアート

【 アート のキーワード 】 ネオポッ プアート

【 アート のキーワード 】 NFTアート

【 アート のキーワード 】 見立て系

【 成績評価方法】

課題評価　 60％、 　 　 期末試験　 30％、 　 　 授業態度　 10％

【 教科書・ 参考書】
西洋美術史/美術出版社

世界デザイ ン史/美術出版社

【 教材・ 教具】

11


	スタイリング演習Ⅰ
	スタイリングデザインⅠ
	スタイリング造形Ⅰ
	メイクアップ＆ヘアスタイリングⅠ
	ファッションビジネス理論と演習Ⅰ
	コンピューター演習Ⅰ
	ビジネスマナー
	服飾素材論Ⅰ
	カラーリング
	ファッション史Ⅰ
	西洋美術史＆デザイン史

